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1. 台湾留学での活動 

1 日目は台風と航空機の整備点検で香川県に泊まりました。台風での遅延は考慮されませ

んが、最終理由が航空機の整備点検だったため宿泊費と食費 1500 円分はチャイナエアラ

インさんが出してくれました。しかし、事後精算だったため所持金が 1 万円減ってしまっ

たことが痛手でした。次の日の 11 時の飛行機に乗ることができました。 

2 日目は 11 時にようやく飛行機に乗ることができ 14 時くらいに台湾に着きました。台湾

空港に着くと現地の学生「ルルさん」が迎えに来てくれていました。しかし、預け荷物の

受取がなかなかできずルルさんを 1 時間ほど待たせてしまいました。ルルさんと合流した

後は、台中市に向かいました。台北空港からはバスに乗り、2 時間ほどバスに揺られたと

ころで「紅葉谷」という台中市の真ん中のバス停で路線バスに乗り換えました。そこから

30 分ほどバスに乗ったところに弘光科技大学と寮がありました。その寮に荷物を置いた後

に、ルルさんが夜市に連れて行ってくれました。台湾ではじめてのご飯でした。ご飯はリ

ゾットを食べ、デザートにマンゴーかき氷を食べさせてくれました。 

3 日目はフリーデーでした。なので、現地の学生がプログラムに参加している学生達を連

れて Lukang Changchua Taiwan に行きました。古い台湾の町並みとお寺があります。朝

市の人混みを避けて清水駅から電車に乗って行きました。電車は基本的に IC カードで乗

り降りをします。そこではお寺を周り、市場で台湾の屋台フードを食べました。 

4 日目ははじめて大学へ行きました。はじめての授業で、みんなはすでに中国語の授業を

受けていたので遅れを取り戻せるのか、輪の中に入れるか不安でした。授業はグループご

とに別れて座り、先生が前で中国語の単語や歌などを教えてくれます。その後、その日そ

の日のアクティビティーがあり、歌をグループごとに歌ったり、ダンスをしたりします。

このアクティビティーを通して、グループのみんなと話すことができました。お昼は大学

が準備をしてくれます。私は vegan だと言っていたので、お昼ご飯は全て vegan でした。

（本当に素晴らしい）台湾には「素食」という文化があります。素食というのはオリエン

タルヴィーガンのことで、動物性食品と五葷を取らない食事のことです。なので、現地の

学生は「玉ねぎ、ニンニクは大丈夫？？」「これは食べられる？」と聞いてくれます。午

後は、みんなで日焼け止めをつくりました 。大学にはたくさんの学部があり、その一つ

が美容系の学部でした。教授が詳しく日焼け止めの効果を英語で説明していただき、その

後作り方と成分の説明をしてくれました。その夜には現地の学生と仲良くなった日本人留

学生と一緒に静冝夜市に行きました。小さなマーケットでしたが、沢山の屋台が出てい

て、ローカルフードを食べることができました。 

5 日目は午前中中国語の授業をしました。この時にはもう、みんなと仲良くなっていたの

で、英語で話しをしていました。午後は、書道の授業でした。書道といっても、水墨画を

しました。書道は日本と通じるところがありますが、台湾の水墨画はとてもカラフルで見

ていてとても、楽しくなるものでした。 

6 日目の午後はパイナップルケーキを作りました。パイナップルケーキは台湾の有名なお



菓子です。同じ班でする予定でしたが、なぜか全く話したことのない学生と一緒に作りま

した。が、みんな優しくてとても楽しく作ることができました。 

7 日目の午後はクライミングの授業です。大学の中の体育館にクライミングの施設があ

り、そこで体を動かしました。クライミングが出来る人数は決まっているので、順番が来

るまではバレーボールをしたり、サッカーをしたりしていました。空いた時間には閉会式

で披露するダンスの練習をしていました。 

8 日目は刺繍の授業でした。和柄の布で小さなポーチを手縫いで作りました。手縫いだっ

たのでなかなか時間がかかっていましたが、どの国の留学生もみんなで教えあって作って

いました。 

9 日目は、校外学習のような感じで、みんなで sun moon lake に行きました。バスで 1 時

間くらいのところにあります。まずは、有機栽培の紅茶工房を見学しに行きました。その

後に湖に行き、クルージングしてお土産屋で買い物をしたり、昼ごはんを食べたりしまし

た。そこには三蔵法師にゆかりがあるお寺がありました。 

10 日目はフリーだったので買い物に出かけました。 

11 日目はクロージングセレモニーで、それぞれ練習したダンスを発表し、代表の生徒が挨

拶をしました。その夜には台湾の学生がパーティーを開いてくれて、ダンスをしたりご飯

を食べたりしました。 

12 日目はフリーでした。 

13 日目に帰国しました。 

 

 

2. 台湾留学で学んだこと 

 こんなに近い国なのに、全く文化も国民性も違いました。特に私は「素食」という文化

に興味がありました。台湾にはベジタリアンは身近な存在なんだなと感じました。それと

同時に、台湾の人は人情味があってとても優しい方が多かったです。常に他人を気にかけ

ていて面倒見が良かったです。なので、日本人の私にとってもとても居心地がいい国でし

た。 

 食品は日本と似ているところが多かったけど、違っているところも沢山ありました。日

本よりも地域色が強く出ます。ファストフード店も多くありましたが、現地の人はファス

トフードよりも屋台飯やソウルフードをよく食べている印象がありました。 

3. 台湾留学の感想 

台湾は初めて行く人でもとても過ごしやすい国だなと思いました。なぜなら、食べ物もと

ても美味しいし、台湾の人はとても優しいからです。不安なことがあっても、助け舟を出

してくれたり、現地の人と通訳してくれたり、vegan のわたしにも食べられるものを紹介

してくれたりしてくれました。今回、九份に行けなかったことはとても後悔です。です

が、次九份に行くという目標、楽しみができました。台中、台北などの都市は日本人で



も、日本語が通じることが多く、英語でならほとんど会話できます。しかし、屋台などを

利用するときは中国語しか通じないので、翻訳機がとても役に立ちました。今となって

は、言葉の壁が多少あっても、問題なく海外を訪れることができるという自信になりまし

た。この留学プログラムに参加したことで、自分の可能性が大きく広がったとともに、ど

んな環境であっても生きていけると言う自信になったので、参加して良かったです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


